
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

建
材
に
も
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

熱
供
給
シ
ス
テ
ム
に
期
待

風
力
発
電
は
２
０
３
０
年
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
で

重
要
な
位
置
づ
け
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ

　
２
０
３
０
年
の
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦
略
の
方
針
を
示
す
政
府
の
「
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦

略
」
が
８
月
末
に
決
ま
る
。
東
京
電
力
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
、
政
府
が
「
脱
原
発

依
存
」
を
掲
げ
る
中
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

電
源
構
成

の
う
ち
、

年
度
実
績
で

％
を

占
め
る
原
子
力
発
電

原
発

の
割
合
は
大
き
く
減
る
見
込
み
だ
。
代
わ
り
に
太
陽
光
や
風
力
な
ど
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
天
然
ガ
ス
発
電
に
加
え
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
る
。

第
１
回
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門
委
員
会
で

あ
い
さ
つ
す
る
枝
野
経
産
相

２
月
２
日

再生エネ・省エネに軸足
「革新的エネルギー・環境戦略」来月決定

原
発
比
率
で
３
シ
ナ
リ
オ
政
策
の
後
押
し
不
可
欠

節
電
型
社
会
の
実
現ネガワット取引整備

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ７月３１日 火曜日 　　

　
現
在
、
国
会
で
は
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に

関
す
る
法
律

省
エ
ネ

法

」
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
が
審
議
さ
れ
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量

を
抑
え
、
安
定
的
な
供
給
を

行
う
た
め
に
は
電
力
の
ピ
ー

ク
対
策
を
円
滑
化
す
る
と
と

も
に
家
庭
や
企
業
な
ど
民
生

部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

を
抑
え
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
法
律
案
の
特
徴
は
大
き
く

二
つ
あ
る
。
ま
ず
電
力
ピ
ー

ク
時
に
お
け
る
需
要
家
側
の

対
策
。
需
要
家
側
が
従
来
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
加

え
、
蓄
電
池
や
ビ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

、
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

、
自
家
発
電
設
備
、
蓄

熱
式
の
空
調
、
ガ
ス
空
調
な

ど
の
活
用
に
よ
っ
て
、
電
力

需
要
ピ
ー
ク
時
に
使
用
電
力

を
抑
え
る
取
り
組
み
を
行
っ

た
際
、
こ
れ
を
評
価
す
る
仕

組
み
を
作
る
。

　
ま
た
、
以
前
か
ら
あ
る
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
対
象

に
、
断
熱
材
や
窓
、
水
ま
わ

り
設
備
な
ど
建
材
を
新
た
に

加
え
る
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

制
度
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機

器
の
製
造
・
輸
入
業
者
に
対

し
て
３
―

年
程
度
先
に
設

定
さ
れ
る
目
標
年
度
に
お
い

て
高
い
基
準
を
満
た
す
こ
と

を
定
め
、
目
標
年
度
に
な
る

と
そ
の
達
成
状
況
を
国
が
確

認
す
る
制
度
だ
。
こ
れ
ま
で

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
機
器
が

対
象
だ
っ
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
効
率
的
に
利
用
し
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
を
抑
え
る

た
め
、
ビ
ル
や
住
宅
な
ど
の

性
能
の
引
き
上
げ
を
目
指
し

て
い
る
。

　
最
終
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

産
業
部
門
よ
り
も
、
住
宅
や

オ
フ
ィ
ス
な
ど
民
生
部
門
の

伸
び
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
特
に
冷
暖
房
や
給
湯

に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
窓

や
断
熱
材
、
風
呂
や
給
湯
装

置
な
ど
の
建
材
で
の
適
用
が

効
果
的
に
な
る
と
見
ら
れ

る
。
経
済
産
業
省
は
ピ
ー
ク

電
力
抑
制
の
効
果
だ
け
で
な

く
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の

普
及
や
住
宅
建
材
の
市
場
拡

大
も
見
込
め
る
な
ど
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て

も
期
待
し
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
電
力
の
ピ

ー
ク
カ
ッ
ト
に
役
立
つ
熱
供

給
シ
ス
テ
ム

　

　
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
会
議
は
、
決
定
前
に
原
発

比
率
を
軸
と
し
た
三
つ
の
シ

ナ
リ
オ
を
提
示
し
て
い
る
。

年
時
点
で
の
原
発
比
率

「
０
％
」
「

％
」
「

―

％
」
を
軸
に
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
火
力
発
電
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
目
標
や
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

政
策
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た

シ
ナ
リ
オ
だ
。
現
時
点
で
は

政
府
の
打
ち
出
し
た
「

年

廃
炉
」
の
原
則
に
従
え
ば
原

発
の
自
然
減
を
前
提
に
し
た

％
案
の
採
用
が
有
力
視
さ

れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
ど
の
案
が
採
用
さ

れ
る
に
し
ろ
、
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
最
大
限
進
め
る
こ
と

で
、
原
発
依
存
度
も
化
石
燃

料
依
存
度
も
下
げ
、
今
よ
り

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を

改
善
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
を

削
減
す
る
選
択
肢
」

エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
会
議

と
な

っ
て
い
る
。

　
原
発
の
依
存
度
を
下
げ
つ

つ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

も
行
う
と
い
う
相
反
す
る
政

策
を
実
現
す
る
た
め
、
中
長

期
的
な
政
策
の
継
続
的
な
後

押
し
が
欠
か
せ
な
い
。
ま

た
、
い
ず
れ
の
選
択
肢
も
発

電
電
力
量
を
現
状
か
ら

％

程
度
減
ら
す
た
め
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
大
胆
な
実
施
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

　
政
府
の
試
算
で
は

％
案

と

―

％
案
の
場
合
、
目

標
を
達
成
す
る
に
は

兆
円

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
投
資

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
次
世
代

自
動
車
の
購
入
支
援
や
、
新

築
住
宅
や
ビ
ル
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
準
の
引
き
上
げ
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
高
い
設

備
に
対
す
る
税
制
支
援
、
建

築
物
や
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
０
％
案
で
は
こ
れ
ら
の

施
策
に
加
え
、
重
油
ボ
イ
ラ

の
原
則
禁
止
や
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
性
能
の
劣
る
機
器
の
販
売

禁
止
、
中
心
市
街
地
へ
の
ガ

ソ
リ
ン
車
の
乗
り
入
れ
禁
止

な
ど
、
よ
り
一
層
厳
し
い
施

策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
し

て
お
り
、
総
投
資
額
は
１
０

０
兆
円
と
試
算
し
た
。

　
産
業
界
に
と
っ
て
は
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
や
技
術
革

新
の
機
会
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
厳
し
す
ぎ
る
規
制

は
産
業
活
動
を
萎
縮
さ
せ
、

空
洞
化
に
拍
車
を
か
け
る
恐

れ
も
あ
る
。
ま
た
、
最
大
１

０
０
兆
円
と
い
う
巨
額
の
投

資
の
財
源
を
ど
う
確
保
す
る

の
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

政
府
は
、
脱
原
発
依
存
と
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
を

両
立
し
つ
つ
、
産
業
活
動
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、

新
た
な
成
長
戦
略
に
つ
な
げ

る
難
し
い
か
じ
取
り
を
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
現
在
の
大
手
電
力

会
社
に
よ
る
事
実
上
の
地
域

独
占
体
制
を
改
め
る
た
め
、

経
済
産
業
省
の
「
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
専
門
委
員
会
」
で

は
抜
本
的
な
改
革
を
狙
っ
た

基
本
方
針
を
７
月

日
の
委

員
会
で
取
り
ま
と
め
た
。
電

力
の
小
売
り
全
面
自
由
化
や

料
金
規
制
の
撤
廃

総
括
原

価
方
式
の
撤
廃

、
電
力
会

社
か
ら
送
配
電
部
門
を
切
り

離
す
「
発
送
電
分
離
」
の
実

施
な
ど
こ
れ
ま
で
に
な
い
改

革
方
針
で
あ
り
、
「
電
力
供

給
を
め
ぐ
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

中
で
は
節
電
型
社
会
の
実
現

も
政
策
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て

お
り
、
小
売
り
全
面
自
由
化

前
に
お
い
て
も
、
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー

通
信
機
能
付
き

の
電
力
量
計

の
整
備
や
大

手
電
力
会
社
に
よ
る
需
給
調

整
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
、
節
電

し
た
分
の
売
電
を
行
う
「
ネ

ガ
ワ
ッ
ト
取
引
」
の
整
備
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。

　
特
に
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
の

整
備
は
、
企
業
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
現

在
、
関
西
電
力
が
同
電
力
管

外
の
大
口
需
要
家
を
対
象
と

し
て
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
け

ば
夏
や
冬
の
電
力
の
需
給
逼ひ

っ

迫
時
に
対
し
て
ピ
ー
ク
カ
ッ

ぱ
くト

に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
電
力
不
足
を
回
避

さ
せ
る
。
政
府
が
政
策
誘
導

や
新
取
引
の
整
備
を
行
う
こ

と
で
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
取
引
が
全

国
的
に
広
が
る
可
能
性
も
あ

る
。

　
枝
野
幸
男
経
済
産
業
相

は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
効
果

が
あ
る
地
域
冷
暖
房
な
ど
熱

供
給
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
後

押
し
す
る
た
め
、
再
開
発
な

ど
モ
デ
ル
事
業
を
募
集
し
、

年
度
概
算
要
求
に
関
連
予

算
を
盛
り
込
む
方
針
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
事

業
に
選
ば
れ
れ
ば
財
政
的
な

支
援
や
規
制
緩
和
な
ど
が
期

待
で
き
る
。
枝
野
経
産
相
は

「
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
省
エ
ネ
全
体
で
考
え
た

ら
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
の
後
押

し
が
大
変
重
要
だ
」
と
述

べ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
と

し
て
効
果
的
で
あ
る
と
の
認

識
を
示
し
て
い
る
。

　
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
は
河
川

熱
や
地
中
熱
の
他
、
発
電
所

排
熱
な
ど
を
利
用
し
て
地
域

冷
暖
房
や
給
湯
な
ど
に
利
用

す
る
も
の
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト

に
役
立
つ
。

　
ま
た
、
河
川
や
道
路
の
地

下
利
用
な
ど
普
及
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
規
制
や
手
続
き

の
緩
和
に
向
け
、
国
土
交
通

省
な
ど
関
係
省
庁
と
調
整
す

る
方
針
も
打
ち
出
し
て
い

る
。


